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はじめに 
 本学の教職課程は、実践的なカリキュラムを柱とし「自ら成長するプロ教員」の養成を
目指している。特に授業内容では、「数学」、「理科（化学・生物・物理・地学）」「情報」の
専門的な教育内容を中心に据え、ICT 活用として「e-Learning」やデジタルコンテンツ開発
などが授業に活用されているのも特色の一つである。更に、資質能力を兼ね備えた優秀な
教員を輩出しなければならない時代にあり、その具現化に向けた取り組みとして大学と学
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校現場、さらに千歳市教育委員会との連携から成る三位一体の地域学校連携の活用による
「地域の学校現場から学び成長するカリキュラム」が本学の大きな特徴である。 
具体的には学生に多様な現場実習（学習ボランティア）の活動機会を与えており、これが
本学の「プレ教育実習」と呼ばれるものである。幅の広い実習体験をさせることは、教科
活動はもとより、児童生徒とのコミュニケーション力を育むなど現場だからこそ体験でき
るカリキュラムである。このプログラムを通じ、学生の質保障と質向上を目指すものであ
る。 
 
１．本学の教職課程履修学生の概要 
（1）平成 27 年度在籍学生数と免許取得希望教科等については、表 1 の通りである。 
 
表 1. 平成 27 年度在籍学生数と免許取得希望教科 
 
 学生数（男・女）計 69 人 希望する免許 備考      
1 年 28 人（22・6） 数学 20、理科 8、情報 10 中高数学も取得可能 
2 年 16 人（12・4） 数学 12、理科 4、情報 5    〃 
3 年 9 人（6・3） 数学 3、理科 6、情報 0    〃 
4 年 8 人（6・2） 数学 7、理科 1、情報 5    〃 
 
（2）卒業生の「免許取得教科数」については、表 2 の通りである。      
 
表 2. 卒業生の免許取得教科数 
※北海道教育委員会が発行する教員免許を取得できた学生数は、「38 人」である。 
 
２．地域の学校現場から成長する学生を育むカリキュラム 
 教職課程は 2010 年度（平成 22 年度）に発足し 6 年が経過した。本学にて教職科目を指
導するにあたり、次の観点を踏まえて教師養成の教育課程を推進している。 
 本学の教職課程は高等学教諭一種免許状「数学」「理科」「情報」、さらに中学校教諭一種
免許状「数学」を取得させるべく、プロ教師として教科活動・生徒理解や特別活動などが
できる学生の指導を心がけ実践している。特に理工学部の特色を生かし、多様な実験・実
習を豊富に経験させ、ICT 活用の能力を身につけられるカリキュラムを有している。つまり
ICT 活用を特別視することなく、普段の授業でそのスキルを活用できる教師の育成を目指し
ている。また教職課程設置後 3 年目から、地域（千歳市）の教育委員会との連携を密にし
教職 1期生（11人） 高校理科 6 人 中学数学 1 人 高校数学 5 人 高校情報 2 人 
教職 2期生（20人） 高校理科 9 人 中学数学 9 人 高校数学 11 人 高校情報 4 人 
教職 3期生（ 7人） 高校理科 1 人 中学数学 5 人 高校数学 6 人 高校情報 4 人 
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ながら小中学校の現場で「学習ボランティア（長期休業中）」を全学年必須活動と位置付け
ている。勿論、学外の取り組みだけではなく学内に於いても教育実習前に、授業のサポー
トを行う「学内 TA（Teaching Assistant）実習研修（5 日間以上）」として学生の能力に応じ
た内容で参加を義務づけている。本学ではこれらの学内・学外体験学習を「プレ教育実習」
と呼び、教育活動に組み込んでいる。「名実ともに、資質能力を備えたプロ教師を育成する
教職課程」を目指し実践している。 
 
３．本学の「教職実践演習」の指導到達目標について 
 法律に定める学校の教員は「崇高な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励み、その
職責の遂行に努めなければならない」（教育基本法 9 条）の条文を真摯に受け、次の 4 点を
到達目標に掲げて実践している。目標の後には、具体的なプログラムを明示した。 
 
 
図 1. 教職実践演習シラバス 
 
(1) 「教育実習」の成果をリメイクできる力を育成する 
 実習前に決めたテーマを反省し、実習後に「TT（Team Teaching）模擬授業」を実践する 
(2) 教科等指導力を育成する 
「小学校」「中学校」「高校（定時制課程）」の授業研修、特別講師の講話を聴講する 
(3) 生徒理解や学級経営のできる能力を育成する 
 「小学校」「中学校」「高校（定時制課程）」の学校訪問研修、特別講師の講話を聴講する 
(4) 教師としての使命感や責任感、教育的愛情をもてる人間力を育成する 
1．全体ガイダンス、TT（Team Teaching）模擬授業のガイダンス 
2．教育実習後のプレゼンテーション（テーマに沿った内容） 
3．教育実習後のプレゼンテーション 
4．教育実習後のプレゼンテーション、 介護体験プレゼンテーション 
5．特別講演①「新任教師の心構え」（学校現場経験のある本学教授） 
6．TT 模擬授業(1)、検討会、 「介護等体験研修」プレゼンテーション  
7．学校訪問研修①「千歳高等学校定時制課程（給食、数学参観）」 
8．TT 模擬授業（2）検討会, 「介護等体験研修」プレゼンテーション 
9．学校訪問研修②「千歳勇舞中学校全学年公開授業（ICT 活用の参観）」 
10．学校訪問研修③「千歳市小学校（小 1 道徳授業参観）」 
11． TT 模擬授業（3）検討会, ICT 活用の模擬授業(1 人：情報免許履修学生) 
12．特別講演②「現場教師の抱える今日的課題」（市内中学校校長） 
13．TT 模擬授業（4）検討会、ICT 活用の模擬授業(1 人：情報免許履修学生） 
14．ICT 活用の模擬授業(2 人：情報免許履修学生による）、全体のシェアリング 
15．「教職課程（4 年間）を終えて（小論）」、「ポートフォリオ作成」、「教職カルテ」完成 
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 （2）（3）の具体的プログラムと同様であるが、特に特別講師の講話を聴講する 
 
 以上、単なる実践指導に終わることなく、プロ教師を目前にして「教師力」アップを目
指している。 
 
４．3 年間に形成した「教職実践演習（4 年生）」の内容について 
（1）３．の指導到達目標に沿った本学のシラバス〈平成 27 年度実施〉を図 1 に示す。 
 
（2）学校訪問研修の内容（地域の学校現場から学び成長させる） … 指導到達目標の（2）
（3）（4） 
地域にある小中学校や高等学校（定時制課程）の授業研究や生徒指導等の調査研究のた
めに、学校訪問研修を実施するプログラムである（3 年目） 
 
A)「北海道千歳高等学校（定時制課程）」の学校訪問研修① 
a）日時： 平成 27 年 11 月 5 日（木）17：00～19：30 
b）目的： 授業参観を通して、定時制課程のカリキュラムを調査研究する 
c）内容・スケジュール： 図 2 に示す 
 
 
図 2. 北海道千歳高等学校（定時制課程）学校訪問研修スケジュール 
 
d)【定時制課程の研修】から考察 
 普段接する機会の少ない定時制教育についての経験値を高めることは、学生の視野を広
げると共に将来の教員としても非常に有効であると考える。学生は、生き生きと活動する
生徒を指導するプロ教師の実践に驚愕する事例である（図 3、図 4）。 
e）学生の声から 
・学生は「定時制課程」の経験はなく、携わる教師の行動力に自然に尊敬の念が湧いた 
・「調理室で作られた温かい給食」を食べられる環境が備わっていることに感激した 
・「明日もまた、学校に来たいな！」と思える授業実践や、魅力ある学校生活を送るために
学級経営指導をしている教師の姿を目の当たりにし、定時制教育の大切さを体得した 
 以上、講義では伝わらない「現場教師の資質能力」を学生自らが気付くプログラムであ
る。 
現地集合から始まる                      
①17：15      控室に入室 
②17：30～17：45 「学校給食」を試食 
   ③17：50～18：35 「授業参観」 
   ④18：40～19：10  教頭先生から「教育課程や生徒の実態に関する講話」 
   ⑤19：20～     現地解散 
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図 3. 千歳高校（定時制課程）訪問     図 4. 千歳高校プロ教師からの講話 
 
B)「千歳小学校（１年生の道徳）」の学校訪問研修③ … 指導到達目標の（2）（3）（4） 
a）日時： 平成 27 年 11 月 13 日（金） 
b）目的： 高校にはない「道徳」の授授業を調査研究する 
c）内容・スケジュール： 図 5 に示す 
 
 
図 5. 千歳小学校学校訪問研修スケジュール 
 
 
図 6. 千歳小での道徳の授業 
 
d）【小学校（1 年生）授業研究】から考察  
 文科省では中教審答申から「道徳」の教科化を決定し計画している。この機を逃さず、
①12：45 「千歳市立千歳小学校（1 年生）」 控室に入室後、教頭・授業者から授業参観の
説明   
②13：00～13：45 「道徳（1 年生）」の授業参観 
③13：50～14：20  授業後に「観察視点票」に記入する 
④14：20～14：30  教頭先生から事前に準備した質問の回答をもらい、学生がボランティ
アの謝辞 
⑤14：40～     現地解散 
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道徳教育研究を実践している異校種である小学校訪問を企画して 2 年目となる。ベテラン
教師の道徳教育は学生の心を揺さぶるもので大変意義深いものである（図 6）。 
 今後は、3 年生から始まる小学校の「外国語活動」の授業研究も計画予定である。 
e）学生の声から 
・「人として正しい行いをする」ことは当たり前であるが、「人間としての気持ちの在り方」
を大切にする授業を参観できたことに感動した 
・教師が授業に臨む姿勢、つまり先生の資質能力が露呈する場面に遭遇し、手際のよい指
導に対してプロ教師の凄さを目の当たりにした 
 
C)「千歳勇舞中学校”ICT活用”公開授業」の学校訪問研修② … 指導到達目標の（2）（3）
（4） 
a）日時： 平成 27 年 11 月 10 日（火） 
b）目的： 石狩管内の公開授業にあわせて「ICT 活用のスキル」を実践研究する 
c）内容・スケジュール： 下記の図 7 に示す 
 
 
図 7. 千歳勇舞中学校学校訪問研修スケジュール 
 
d) 【勇舞中学校の授業研究】から考察  
千歳市教育委員会では、市内の全小中学校にデジタル教科書を使用できる設備を整え、
ICT 活用がいつでもできる体制を構築した。このことは、学校現場においてはとても恵まれ
た状況にあるが、一方教師にとっては恵まれた環境をいかに児童生徒に還元して興味関心
がもてる授業を構築するかにかかっている。今回の研究テーマは、「新たな知を拓く意欲を
もった生徒を育む学習過程の研究」、副題が「生徒の意欲を引き出す工夫・改善の在り方」
であった。 
石狩管内の多くの先生方が公開授業と検討会に参加するなか、本学の 4 年生 7 人もこの
機会に参加させてもらった。全校一斉の授業では「電子黒板」、「デジタル教科書」、「iPad」
など活用しながら授業を実践していた。 
千歳市内の学校の中でも ICT 活用では指折りの先進的指導を取り入ている学校だけに、
先生方の授業力も刺激的で有意義な研修となった（図 8）。 
 
①12：45     「千歳市立勇舞中学校」控室に入室する（全校体制で公開授業を実施）   
②13：00～13：50 それぞれの教科プログラムを参考にして授業参観をする 
他の教科の授業を参観しても許可することとした（ICT 活用のスキルを体得） 
③13：50～14：10 授業後に「授業参観アンケート」を記入し、検討会に参加できる学生は
残る 
④14：20～    現地解散  
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図 8. 千歳市立勇舞中学校「公開授業」 
 
e）学生の声から 
・多くの学生にとってこの機会を得たことがとても貴重な研修となり、「ICT 活用」をどの
場面でどれくらいの時間使うと有効なのかを体得でき、有意義な研究会であったという
声が多かった。また、ICT 活用はアクティブラーニング型の授業を促す効果があることも
気がついたようだ。 
 
（3）シラバスの特別講演①②（外部講師）からの考察 … 指導到達目標の（1）（3）（4） 
外部講師によるものとして、①現場の校長経験者から「プロ教師に必要な魅力」 ②「中
学校現場の校長から新任教師への激励」の内容で講演を実施した。2 人の講話はともに 4 月
からプロ教師として学校現場で活躍するための実践的心構えであった。学生はみな教育実
習後であるから、共感できるものが多く貴重なる現場の声として聞き入っていた。それぞ
れ異校種で活躍した教師の講演だけに、その資質能力を幅広く認識していた（図 9）。 
 
図 9. 現職中学校長による特別講演 
 
（4）教育実習からフィードバックした「TT 模擬授業」の考察 … 指導到達目標の（1）
（2） 
 教育実習後は教員採用試験の結果が出ていることから、モチベーションも下降気味で教
員以外の就活に向いている学生も見られる。そのような中で行う実習後の“模擬授業”は、更
なる授業スキルの向上を期待して「TT （Team Teaching）授業」を企画している。より効果
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的な ICT 活用を取り入れた授業を展開することをテーマに盛り込んでいる。また、学生相
互の力を発揮できる“アクティブラーニング型授業”の取り組みからも「TT 模擬授業」は有
効である。積極的に授業デザイン能力や実践的スキルを身につけられるように授業改善を
し、教師力の育成を意識させ実践している。 
 
５．特色ある教職関連プログラム（授業に組み込まれていない）について 
〈注〉以下の内容は、本学では「プレ教育実習」プログラムと呼称している 
  
 本学の特色として実践する「プレ教育実習 （A）～（D）」を下記に紹介する 
(A) 地域の小中学校における「学習ボランティア活動」に育まれる教育力 … 〈学生必須〉 
（1）「学習ボランティア活動」プログラムとは 
 長期休業中の小中学校の児童・生徒に、プロ教師の補助活動として学生が「ボランティ
ア活動」をするプログラムである。この事業は、千歳市教育委員会から依頼のあった事業
である。本学では、教職履修学生全員を「学外プレ教育実習（必須）」として位置づけてい
る。これは各自がテーマを設定して実施（卒業までに 6 回参加）後には「報告書や自己評
価」の提出を義務化し、学校現場からは担当者評価をもらいポートフォリオとして自己を
振り返る資料として活用している。本学にとっては、この貴重なプログラム「学習ボラン
ティア活動」や「学校インターンシップ」を「単位化」することが当面の喫緊課題である。 
（2）大学、千歳市教育委員会と学校現場の三位一体の事業である 
 2012 年度冬季休業の試行を皮切りに 2013 年度より本格的に実施し、「夏季・冬季休業」
の年間 2 回（2 日～5 日間）現場に出かけて児童生徒に指導するプログラムである。学生に
とっては教育実習前の絶好の現場実習であり、「プレ教育実習」として大きな効果が期待で
きる。一方、教育委員会や学校現場からも好評価を得ているが、改善を重ねて地域に貢献
していくことが大学への信頼を得るものになると思われる。また、学校現場においても良
好な評価を得ているが、これに甘んじることなく改善を重ねて地域に貢献していくことが
課題である。（地元の新聞に掲載された） 
 本学では「学習ボランティア活動」が必須であることから、キャリア教育の一貫として
反映させることと、教職の授業にも反映させている。ただし、文科省で言う単位認定まで
は進んでいない。 
 
(B) 地域の高等学校における「学習ボランティア活動」に育まれる教育力 … 〈希望制〉 
 地域の高等学校に出向き、高校生の“授業（定時制）”や“補習授業（全日制）”の中で 「学
習ボランティア」として教員の補助活動を行うものである。大きな地域連携プロジェクト
とである。 
(1)「千歳高校（定時制課程）の学習ボランティア」 
 定時制課程 1・2 年生の「数学（数学Ⅰや数学Ⅱ）」に教員の補助として参加するもので、
地域連携として高等学校校長からの依頼により始まった。毎週 1 回 2 時間、2 人の学生が活
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動している。これまで 3 年間の継続実績があり、2・3 年が主体で意欲的に参加している。 
(2)「千歳北陽高校（全日制課程）の学習ボランティア」 
 1・2 年生の「基礎学力補習」として、放課後の時間に教員のサポートとして参加してい
る。年間に 4 期実施し、各期 5 回程度「数学」「理科」のサポーターとして 3～4 名派遣し
ている。これまで 2 年間の実績があり、生徒からのアンケートではそれなりの効果がある
と評価されている。 
 
(C)「学校インターンシップ(3 年キャリアプログラム)事業」による教育力 … 〈希望制〉 
（1）3 年生キャリアプログラムの中にある「学校インターンシップ」活動 
 一般学生には「会社インターンシップ」が 8 月中旬から 9 月上旬にかけて行われるが、
教職課程を履修している学生には、上記のプログラムを同時期に企画している。下記の学
校で 5 日～10 日間（8 月～9 月）の就業体験に参加できるもので、それぞれの学校側の好意
で実施している。実際に参加できる学校は下記の 2 校種で、教育実習に匹敵する有意義な
プログラムである。 
 ①千歳市内の小中学校  ②旭川実業高等学校 
（2）千歳市保健部主催の“千歳チャレンジ塾”の学習ボランティア活動 
 この「学習ボランティア」は、今年度新設したプログラムで十数人が登録し参加してい
る。千歳市では経済的に恵まれない中学生に対して、学習塾に近い存在で勉強に意欲を持
たせる効果を狙い、勉強のサポートをするボランティア活動として推進している事業であ
る。 
 
(D) 学内における「TA（Teaching Assistant）実習研修」（5 日間以上）に育まれる教育力  
… 〈学生必須〉 
 特に大学 1 年生の科目である「数学」や「総合科学 A・B」を中心に、簡単な補助作業か
ら正式な TA と同じ授業補助をするものまで実践内容に幅があるが、「TA 実習研修」として
5 日間以上の参加を義務づけている。参加する学生の能力に応じて行い、この実習を経て 5
月から始動する教育実習の助走としても得られる効果は期待が大きい。この研修は 2013 年
度から開始し 3 年目を終えたところであり、学内体制として全教職員の教師力を挙げて「教
職課程」の推進に参画している証でもある。教授会での共通理解があるので、各授業へ学
生を研修させる（各学生が実践する内容に差異はあるが）ことに対して協力的である。こ
の学内体制を大切に認識していきたい。 
 
６．「教育実習協議会」（毎年 10 月実施）から見えるもの 
（1）これまでに 1 期生から 3 期生まで 3 回の教育実習が終了したので、今年度が 3 回目の
協議会となった。毎年実習が終了する秋の時期にお世話になった実習校の関係教職員や千
歳市教育委員会、近隣の小中学校教職員への案内をしている。校務多忙の時期にも関わら
ず、各方面から出席をいただいている。ただし、実習校が高等学校に集中していることも
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あり、千歳市から遠方にある学校も多いので参加していただける教職員は近隣学校に限ら
れる点は拭えない。これも大切な会議であるがゆえに今後の課題である。 
（2）学習ボランティア活動で派遣している地域の中学校と近隣高等学校のそれぞれ各 1 校
に、道外出身の学生が今年度「教育実習」でお世話になった。文部科学省が推奨している
「地域内にある学校現場で実習ができるように取り計らうこと」という方向から、大学に
とってはこの上ない有難い話で理想的な実習形態と言える。これも地域の教育委員会との
連携によって実現している所以である。大学と実習校とが相乗効果として、息の長い活動
ができるよう努力していく所存である。 
 
７．本学の「教職課程履修」の内規を漸次改訂している（教務内規から） 
（1）「教育実習」の受講可否に関する審査（2・3 年末）は、「小論文」と「面接」を実施し
ている 
（2）本学の専門・教職科目の成績評価を「教育実習」の参加基準としている 
   → 本学の成績評価は GPA「2.5 以上であること」、教職科目も同様に判定する 
（3）教員採用試験は必ず受験させる 
（4）「教科教育法Ⅱ」（3 年）で専門分野の学力試験を実施している（センター程度の内容） 
（5）その他 
 
８．まとめと課題 
 この実践研究の内容に関して、充実したシラバスづくりを目指して千歳市教育委員会や近
隣の小中学校、そして高等学校との地域連携事業をより質の高いプロジェクトにすべく鋭意
努力している。 
(1)「教職実践演習」の内容をさらに充実させるために 
 本研究の「３」に示した指導到達目標が揺らぐことはない。シラバスの中でさらに「教
育実習のリメイク」（振り返り）をすることにより、自己の「教科指導」のレベルアップに
繋げる実践が必要である。現場に行く前に専門的指導力を確かなものにしておかねばならな
い。ブルーム（米国 Bloom,B.S.）のマスタリー・ラーニングの 3 つの評価（診断的評価・形
成的評価・総括的評価）を常に意識し、教科専門力を増進させることが当面の課題である。
そのために TT (Team Teaching) 授業だけに留まらず、さらに授業研究を開発して指導してい
きたい。 
(2) 近隣学校の地域連携の活性化は、「千歳市教育委員会」のサポートが大きい 
近隣の高等学校（千歳高校や千歳北陽高等学校)は、本学に教職課程が設置されたときか
ら地域連携教育を推進できるプログラムを大学側に協力要請してきた経緯がある。学長が参
加している地域連携教育会議では、小中学校での「ボランティア活動」の話題を聞くにつけ、
高等学校でも “学習向上対策”の推進成果を期待して学生ボランティアの受け入れを計画し
てきた。これらの現場におけるボランティア活動は、大学にとっても有意義な実習体験の戦
略プログラムとなる。この内容は千歳市教育委委員の果たす役割が大きく、上記の地域連携
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教育会議の中から生まれたチャンスが活かされたものであろう。 
課題としては、教職履修学生全員が“必須カリキュラム”として参加している「ボランティ
ア活動」は、まだ「単位化」されていないことが大きな課題である。昨年度文科省による「教
職課程設置実地視察」があり、その実地視察講評のなかで指摘された内容でもある。 
(3) 各種「ボランティア活動」など受け入れの背景には、本学の大きなプロジェクトが関係
している 
本学が「学習ボランティア活動」や「学校訪問研修（定時制課程）」にスムースな学生の
参加ができる背景には、大学の地域への教育力提供がある。それは本学の「e-learning シス
テム」開発と推進のプロジェクトが大きく寄与している。地域の小中学校をはじめ、全道
の高等学校へのシステムの利用提供など全国的な視野から貢献しているところが大きい。 
千歳高校の定時制課程については、本学開発の「e ラーニングシステム」の高大連携提携校
である。また、小中学校訪問についても、千歳市教育委員会との連携事業として全市の学校
が使用できるように提供しているからであろう。そのうちのいくつかの学校教師と共同研究
も推進している。その結果、長期休業中（2～5 日間）の「学習ボランティア活動」も毎回
14～17 校に学生を数名ずつ派遣しているのである。学生にとっても有益な現場実習となっ
ている。大学が提供している数々の地域連携のお陰で「教職課程の有効なプログラム」が推
進されているのである。このような三位一体の連携をこれからも大切していきたい。 
(4) 「ボランティア活動」に参加した学生が、千歳市の教師として誕生することが念願であ
る 
本学の教職履修学生数は、入学定員 240 人中、毎年凡そ 1 割弱であり、昨年度実質全在籍
数は 62 人であった。教員就職状況は昨年 4 月採用数が 5 人（正採用は高校数学 1、高校期
限付数学・理科 3、中学校期限付数学 1）、教職卒業生の約 3 割が毎年教員採用試験の合格に
向け臨時教員をやりながら真摯に挑戦し続けている。今年度 3 月末までの教員就職状況を下
記の表 3 に提示する。 
課題は、学生の就職先がほぼ北海道内に偏り、しかも殆どの学生が公立学校を希望する。
就職が厳しいことも承知で教員を目指す学生の姿は立派であるが、できれば他の都道府県へ
の挑戦や私立の高等学校にも視野を広げ幅広い挑戦をさせるような指導が必要であろう。ま
た、教職大学院や一般大学大学院への進学も視野に入れさせるなど、学生の質保障を鑑み粘
り強い支援を心がけたい。 
(5)文部科学省が 2016 年度からと決定した！ 本学で取得できる免許が、さらに一つ増える 
昨年度（2015 年度）6 月には文科省の「教育課程設置実地視察」が終了し、その講評に
あった貴重な反省点として「教職課程を全学体制でさらに推進すること」という大きな助
言をもらった。そのことを真摯に受け止め、全学体制をもって着実に質の高い教職課程の
授業実践をしなければならないと。さらに大きな改革としては、昨年 12 月 18 日に「中学
校教諭一種免許状”理科”」の教職課程認定が決定し、次年度から中学校理科の免許取得履修
が始動することになる。 
これから抱えている多くの課題解決に努めながら、本学の教職課程の質保障・質向上を
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掲げて教師養成に尽力する所存である。 
 
表 3. 教員採用就職状況（2016，4 月 1 日現在） 
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【資料】 
1. 学生の活躍が「千歳民報」に掲載される  
 「ボランティア活動（必須）」も毎年地元のマスコミが報道してくれる。また、「ボラン
ティア活動（希望制）」では教職履修学生絶対数が少ないので今後参加できる学生を確保す
ることが困難でもある。 大学、高校にとって相互にメリットがあるならば継続していく
価値はあるだろう。 
 正採用の人数 就職先 期限付の人数 就職先 
2013
年度 
1期生 2人 釧路明輝高校（数） 
旭川実業高校（数） 
1期生 2人 札幌清田高校（数） 
札幌平岸高校（理） 
2014
年度 
2期生 1人 小樽明峰高校（数） 1・2期生 5人 札幌開成高校（理）、札幌藻岩高校（数） 
札幌清田高校（数）、岩見沢高等養護
（数） 
苫小牧勇払中学校（数） 
2015
年度 
1期生 1人 
2期生 1人 
北広島西高校（数） 
浦河高校（数） 
１～3期生 8人 札幌藻岩高校（数）、稚内高校（数） 
札幌平岸高校（理）、札幌市立常盤中
学校（数） 
北海道高等聾学校（数）、室蘭市立桜
蘭中学校 
浦河高校（数）、興部高校（数） 
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図 11. 千歳民報記事 1（転載許可済） 
 
 
図 12. 千歳民報記事 2（転載許可済） 
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図 13. 千歳民報記事 3（転載許可済） 
 
【千歳北陽高校生徒のアンケート（平成 27 年 3 月末実施）】から 
・ずっと付きっきりで教えていただいき、とても嬉しかった 
・分からないところをすぐに教えてくれて助かりました 
・まじめな大学生が多かったので安心した 
・分かりやすく教えてくれたのでとても理解できたし、とても助かりました 
・丁寧に教えてくれて感謝します 
・とてもいい先生たちだった！良い先生になれると思います、頑張って教師になって下さ
い 
・いっぱい助けてもらった、ありがとうございました 
 
2.「教育実習協議会（平成 27 年 10 月 30 日実施）」のスナップ写真（図 14~17） 
 
 
図 14. 学長より挨拶            図 15. 教職カリキュラムの説明（今井） 
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図 16. 教育実習成果の説明（青塚）    図 17. 参加者（学内 9 人、学外 8 人） 
 
  
